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加古川の概要（流域の概要）
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加古川流域○ 加古川は、その源を兵庫県朝来市山東町と丹波市青垣
町の境界にある粟鹿山(標高962m)に発し、途中、東条川、
万願寺川、美嚢川等を合流し瀬戸内海に注ぐ、流域面積
1,730km2、幹線流路延長96km、流域内人口約64万人の
一級河川である。

○ 流域市町村は、兵庫県の加古川市、小野市、加東市等
の主要都市をはじめとする11市3町からなり、流域上流部
の丹波地域、流域中・下流部の東播磨地域に大別される。

○ 流域下流部に、播磨臨海工業地域として重化学工業が
盛んな加古川市や高砂市が位置しており、氾濫原に多く
の人口・資産が集中している。また、流域中流部では、舟
運による物流の集散地・中継地として町が形成されたた
め、加東市（滝野地区）を中心として加古川沿いに家屋が
連担している。
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闘竜灘

加東市市街地
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河川整備の概要（河川整備計画の主な事業内容）
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○ 平成23年12月に策定した加古川水系河川整備計画に定める河川整備により、戦後最大規模となる平成16年台風23号洪水と
同規模の洪水が発生した場合でも、浸水被害の防止または軽減を図ることが可能となる。

○ 質的対策は、堤防に求められている安全性を照査した上で、緊急性の高いところから優先的に堤防の強化を実施する。

○ 耐震対策は、耐震性を照査した上で、その結果に応じて必要な対策を実施する。
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来住・大島地区
河道掘削、築堤
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小野地区
橋梁架替

やしろ かわい

社・河合地区
河道掘削、築堤、橋梁架替、堰改築

やしろ たき の

社・滝野地区
築堤

とうじょうがわ

東条川地区
河道掘削、築堤

たかさご おのえ

高砂・尾上地区
河道掘削、築堤

こしん

古新地区
河道掘削

河川名 基準地点
整備計画目
標流量

洪水調節施
設による調
節流量

河道への配分
流量

加古川 国包 5,700m3/s － 5,700m3/s

へいそう

平荘地区(その1)
河道掘削、堰改築

へいそう

平荘地区(その2)
河道掘削

やしろ かわい

社・河合地区
河道掘削、築堤

■河川整備計画における目標流量

加古川

たき の お い だ

滝野・多井田地区(その2)
河道掘削、築堤、橋梁架替

お い だ

多井田地区
築堤、河道掘削

たき の お い だ

滝野・多井田地区(その1)
河道掘削、築堤

下流部 中流部 上流部

国包

凡例
：河道掘削

：築堤(高潮堤を含む)

：橋梁架替

：堰改築

：堤防強化



前回評価時からの変更点
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○ 前回評価時(平成２３年度）は、河川整備計画策定前の案に基づき再評価を実施した。その後、平成23年12月に加古川水系

河川整備計画を策定したことから、今回の事業再評価については、河川整備計画に基づき実施する。

○ 策定した河川整備計画は、前回評価時で示した河川整備計画（案）を対象としたものであることから、事業内容は大きく変わ

らない。

前回評価時
（平成23年度）

今回評価 備考

整備目標
戦後最大洪水
（平成16年台風23号洪水）

同左

事業期間 平成22年度～平成54年度 平成23年度～平成54年度
・前回評価時以降の平成23
年12月に策定したことによる。

総事業費 約５９３億円 約５８２億円

・前回評価時は平成22年度
から事業費を計上、今回評価
は平成23年度から事業費を
計上。

事業諸元
築堤、河道掘削、堰改築、
橋梁架替等

同左



再評価の視点
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再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
社会経済情勢等に大きな変化が
ない

加古川想定はん濫区域
内市の総人口は、近5ヶ
年（平成21年から平成
25年）で約0.5%減とほ
ぼ横ばい

２）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前回
全体 Ｂ／Ｃ ３７．８
残事業 Ｂ／Ｃ ３９．２

３）事業の進捗状況
築堤、河道掘削等を実施し、進捗
率（事業費） 約１８％

平成26年度末まで投資
額：約106億円

事業の進捗の見込みの視点

当面は、中流部の家屋浸水対策
と、上流部の平成16年台風23号
で被害の大きかった地区の河道
掘削を完了させる。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 前回評価時点と変化なし



自治体の意見等

兵庫県知事 （平成26年9月30日付 土第1398号）

一級河川加古川は、流域が加古川市、加東市、丹波市などからなり、このうち直轄区間については、下流部は全国でも屈指
の製造品出荷額を誇る播磨臨海工業地帯の工場群が立地し、また、中流部では播州そろばん、播州金物などの地域産業が集
中する地域を流下する治水上非常に重要な区間である。

加古川流域では、平成16年台風第23号により戦後最大洪水が発生し、浸水家屋約1,700戸、浸水面積約1,400haの甚大な被
害が発生したことから、築堤、河道掘削等の改修を実施しているが、浸水被害のあった全ての地域の再度災害防止対策が図ら
れたわけではなく、高砂・尾上地区、平荘地区、来住・大島地区、社・河合地区、社・滝野地区、滝野・多井田地区における河道
掘削や築堤整備など、事業の早期完成に対して地域住民から強い要望がある。

このことから、これら直轄区間の安全、安心を確保するため、河川整備計画の目標である戦後最大の平成16年台風第23号と
同規模の洪水に対する浸水被害の防止に向けて、一層の事業促進を図っていただきたい。

対応方針（原案）

加古川直轄河川改修事業は、事業の必要性等に関する視点による再評価及び事業の進捗の見込みに関する視点による

再評価がいずれも継続が妥当と判断でき、かつ、コスト縮減や代替案等の可能性の視点による再評価により事業の見直しを

図る必要がないと判断できることから「事業継続が妥当」である。

対応方針（原案）
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                                （別紙） 

 

【河川事業】 

<円山川直轄河川改修事業 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<加古川直轄河川改修事業 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県知事の意見 

 

一級河川円山川は、流域が豊岡市、養父市、朝来市の３市からなり、このう

ち直轄区間は、但馬地域の人口、資産が集中し、経済の中枢である豊岡市域を

流下する治水上非常に重要な区間である。 

 円山川流域では、平成 16 年台風第 23 号により観測史上最大の洪水が発生し、

浸水家屋 7,944 戸などの甚大な被害が発生したことから、河川激甚災害対策特

別緊急事業により河道掘削、築堤、内水対策、橋梁架替等を実施したが、浸水

被害のあった全ての地域の再度災害防止が図られたわけではなく、下流部の戸

島、ひのそ他地区、上流部の日高、鶴岡・日置地区の築堤整備や中郷地区の遊

水池整備など、事業の早期完成に対して地域住民から強い要望がある。 

 このことから、当該区間の安全、安心を確保するため、河川整備計画の目標

である観測史上最大の平成 16 年台風第 23 号と同規模の洪水に対する浸水被害

の防止に向けて、一層の事業促進を図っていただきたい。 

兵庫県知事の意見 

 

一級河川加古川は、流域が加古川市、加東市、丹波市などからなり、このう

ち直轄区間については、下流部は全国でも屈指の製造品出荷額を誇る播磨臨海

工業地帯の工場群が立地し、また、中流部では播州そろばん、播州金物などの

地域産業が集中する地域を流下する治水上非常に重要な区間である。 

 加古川流域では、平成 16 年台風第 23 号により戦後最大洪水が発生し、浸水

家屋約 1,700 戸、浸水面積約 1,400ha の甚大な被害が発生したことから、築堤、

河道掘削等の改修を実施しているが、浸水被害のあった全ての地域の再度災害

防止対策が図られたわけではなく、高砂・尾上地区、平荘地区、来住・大島地

区、社・河合地区、社・滝野地区、滝野・多井田地区における河道掘削や築堤

整備など、事業の早期完成に対して地域住民から強い要望がある。 

 このことから、これら直轄区間の安全、安心を確保するため、河川整備計画

の目標である戦後最大の平成 16 年台風第 23 号と同規模の洪水に対する浸水被

害の防止に向けて、一層の事業促進を図っていただきたい。 


